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令和元年第１回定例市議会の開会にあたり、私の市政運営に関しましての所

信の一端を申し述べたいと存じます。 

私は、先の市長選挙におきまして、多くの市民の皆さんのご支持とご支援を

いただき、藤井寺市の市政運営をお預かりすることとなりました。改めて、そ

の責任の重さに、身の引き締まる思いでございます。 

市民の皆さんの信託にお応えするには、多くの方々の声に耳を傾け、市議会

の英知をお借りしながら、私自身が先頭に立って、市民の皆さんに安心して暮

らしていただけるまちづくりを進めることであると考えております。 

私は、この藤井寺市で生まれ育ち、これまで、消防団や商工会の青年部、地

元のお祭りなど、様々な活動に参加させていただき、人と人とのつながりを大

切にしてきました。また、保護司をはじめ、小・中学校のＰＴＡ活動、市総合

計画審議会委員や農業委員、藤井寺駅周辺まちづくり協議会などにおきまして、

積極的に藤井寺市のまちづくりに関わってまいりました。 

このような活動を通じ、藤井寺市に以前のような活気を取り戻すために必要

なことは、「もっとこうすれば良いのに」、「こんなことができないか」といった、

地元を見つめる素直な目線であることに気づきました。また、市政運営は、お

客様第一主義という精神のもとで行い、市民の皆さんに満足していただけるよ

うに、何事もスピード感を持って、対応していくことが大切であると感じまし

た。 

私は、故郷である藤井寺市にもっと恩返しがしたいという強い思いがござい

ます。藤井寺市の輝く未来を、市民協働という視点で、市民や事業者の方々と

ともに、みんなで一緒になって作り上げてまいりたいと考えております。 
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このような考え方に基づき、今後の市政運営におきまして、民間の目線も取

り入れ、まちの活性化や行財政改革に取り組み、特に重点的に進めてまいりた

い施策の概要を申し述べたいと存じます。 

１点目は、「風通しの良い市政を市民目線で実行」することでございます。 

藤井寺市の未来をみんなで作っていくためにまず必要なことは、市の政策を

市民の皆さんときちんと共有し、「伝える」から「伝わる」に変えていくことだ

と思っています。ただ一方的に伝えるだけではなく、市の思いや考えを市民の

皆さんの心に届けること、それが私の考える「伝えるだけでない伝わること」

でございます。市政運営の透明化と市民の皆さんとの交流機会を増やすことが、

「伝わる」の第一歩であると考えております。 

また、これまでの行政との関わりの中で感じたことは、市民の声や意見を十

分お聞きし、市民の思いを市政や施策に反映していくことが重要であるという

ことでございます。 

こうした考え方から、私や職員が、市民や自治会の方々と話す機会を増やし、

市民の皆さんとともに市政を進めてまいります。市民窓口では、職員一人ひと

りが市民の皆さんの立場に立って、より一層、丁寧な対応と市民サービスの向

上に取り組んでいきたいと思います。 

市政情報につきましては、広報紙やホームページ、フェイスブックをはじめ

としたＳＮＳなどを効果的に活用し、市民の皆さんにきっちりと伝わる形で発

信してまいります。さらに、職員全員がセールスマンとなり、テレビやラジオ

などのメディアを通じ、藤井寺市をアピールしてまいります。 

市の予算や決算に関しましては、その内容を分かりやすい形で積極的に公開

し、さらなる透明化を図ってまいります。また、市役所組織のスリム化や意思

決定の迅速化、縦割り行政の是正、予算の見直しなどにも取り組んでまいりま

す。 
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コスト削減に向けましては、特別職である市長、副市長、教育長の給料月額

２０％減額と退職金制度は設けないこととするほか、庁内全体で経費全般の見

直しを進めてまいります。 

公共施設につきましては、現在、数多くの施設が更新時期を迎えており、そ

の対応が大きな課題となっておりますが、必要な機能移転、統廃合、民間委託

を含めた市民の皆さんが求める施設の最適化や老朽化対策に取り組んでまいり

ます。 

２点目は、「子育てをするなら藤井寺と言われるまちを実現」することでござ

います。 

私は、今回の選挙期間中、市民の方々から、子育てに関する相談や要望など

を数多くお聞きしました。安心して暮らせるまちづくりを進めていくうえで、

子育て、保育、教育など、子育て世代の方々を積極的にサポートしてまいりた

いと考えております。子どもたちが輝ける未来を市民の皆さんと一緒に考え、

明るい笑顔を増やしていきたいと思います。 

そのため、時代の変化やニーズに合った安全で快適な子育て施設の充実を図

り、待機児童の解消に努めてまいります。なお、市立第５保育所につきまして

は、現在予算化されている現施設への耐震シェルターの設置を含め、子どもた

ちの安全確保を第一に考えていきたいと思っています。 

小学校、中学校におきましては、全ての小・中学校へのエアコン設置と洋式

トイレの整備を計画的に進めてまいります。 

子育てしやすい環境づくりでは、病児・病後児保育、産前・産後サポート事

業や産後ケア事業の拡充、子育て世帯の経済的な負担軽減などにつきまして、

検討を進めてまいります。 

保育所では、保育士が不足している状況の中、保育士の待遇改善などを進め、

人員を確保しながら、安心で安定した保育環境の提供に努めてまいります。 
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学校教育におきましては、グローバル社会に通用する英語教育をはじめ、質

の高い授業と学習指導の実現に取り組んでまいります。 

３点目は、「観光資源を活かしたまちのにぎわいを創出」することでございま

す。 

藤井寺市には、国宝や重要文化財などを有する由緒ある神社仏閣をはじめ、

古市古墳群や国府遺跡の２つの国史跡など、貴重な歴史資産が数多く存在して

います。また、だんじりなどの伝統的なお祭りをはじめ、ハロウィンや歴史ま

つり、手づくり市、スポーツ、文化の各種行事など、市民主体による特色ある

様々なイベントや催しが行われております。

こうした藤井寺市の特色や取組につきましては、ただ単にその内容をお知ら

せするだけでなく、継続的に、そして的確にそれらの魅力を市の内外に届ける

ことが重要であると考えております。 

そこで、「楽しめ・にぎわい・交流できる」イベントを市民の皆さんとともに

実施しながら、私自身がトップセールスマンとして、藤井寺市が持つ魅力や特

色を全国に情報発信してまいります。 

「百舌鳥・古市古墳群」の世界文化遺産登録に向けましては、本年５月に、

ユネスコの諮問機関であるイコモスより勧告が出され、「百舌鳥・古市古墳群」

を世界遺産一覧表に記載することが適当であるとの評価を得ました。この勧告

を踏まえ、いよいよ７月には、ユネスコ世界遺産委員会におきまして、本登録

の可否が決定されることとなっております。この貴重な歴史資産を後世に継承

するとともに、世界文化遺産登録を契機として、近畿日本鉄道との連携事業を

実施するなど、まちの活性化に取り組んでいきたいと思っています。 

アイセル シュラ ホールにつきましては、外観も一新され、古市古墳群の周

遊ルート上のシンボル的な施設として、さらなる有効活用を検討してまいりた

いと考えております。 
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また、市内を自転車で周遊できるようなシェアサイクルの導入、空き家を有

効に活用したにぎわいづくりなども検討してまいります。 

さらに、東京 2020 オリンピック聖火リレーの実施市町村に藤井寺市が選ば

れ、来年４月１５日に実施することが決定しました。世界が注目するイベント

であり、市民の皆さんと一緒に楽しみ、思い出に残る聖火リレーとなるように、

必要な準備を進めていきたいと思います。 

道明寺駅周辺では、来訪者のための観光案内所の設置をはじめ、関係機関と

連携しながら、将来的な再整備や道明寺駅へのＪＲ乗り入れの可能性を探って

まいりたいと考えております。 

藤井寺駅前では、私も関わってまいりました駅周辺整備事業として、これま

で、周辺道路の整備や電線類の地中化、駅北交流広場の設置などに取り組み、

現在建設工事が進められているイオン藤井寺ショッピングセンターも、いよい

よ完成が近づいてまいりました。オープン後は、買い物の利便性が向上し、駅

周辺のにぎわいが増すとともに、本市とイオンとの間で、地域の活性化につな

がるような連携事業を展開していきたいと思っています。 

一方、市内の企業が年々減少しており、市の活気や活力という面に与える影

響も大きいことから、大阪府事業として整備が進められている都市計画道路八

尾富田林線の周辺に、土地所有者の意向を踏まえながら企業誘致を促し、雇用

の創出やまちの活性化、また、市税収入の増加にもつなげてまいりたいと考え

ております。市内の中小企業につきましては、働き手の確保や雇用創出などの

支援を行ってまいります。

農業の振興では、地域産品のブランド化や都市型貸農園の開設などを進め、 

次世代農業者の育成やサポートに努めてまいります。 

４点目は、「健康で生き生きと暮らせるまちづくりを推進」することでござい

ます。 
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少子化や高齢化が進む中、高齢化社会を前向きに捉え、また、障害の有無に

関わらず、この藤井寺市で、誰もが安心して、健やかに暮らすことができるま

ちづくりを進めてまいりたいと考えております。このため、地域住民や福祉関

係団体の方々との連携により、地域のネットワークづくりを促進し、福祉施策

の充実に努めてまいります。 

高齢者に対しましては、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるように、

地域包括支援センターの機能や見守り体制の強化を図ってまいります。

また、高齢者の豊富な経験をまちづくりに活かしていただき、支え合い活動

の中心的な役割を担っていただくなど、元気な高齢者のさらなる活躍を後押し

してまいりたいと考えております。 

介護予防、認知症ケア、在宅医療の取組に向けましては、各関係団体と連携

し、地域での支え合いの仕組みを充実してまいります。 

さらに、市内の民間企業やハローワークと連携し、障害者の雇用・就労支援

などに取り組んでまいります。 

健康づくりでは、生涯にわたって生き生きとした生活が送れるように、健康

教室の充実、体操や運動などを促し、健康長寿の推進を図ってまいります。ま

た、受診勧奨の促進や健康マイレージ事業の推進により、がん検診などの各種

検診受診率の向上に努めてまいります。 

５点目は、「危機管理体制をしっかりと構築」することでございます。 

ここ数年、大型の台風が度々到来しており、また、記録的な集中豪雨、連続

する強い地震などにより、全国各地や大阪府内でも被害が発生しています。 

こうした災害は、いつ、どのように起きるかわからないことから、「防災」の

視点が暮らしの中に、しっかりと根付いていくような取組が必要であると考え

ております。 

災害を未然に防ぐ対策はもちろん重要ですが、発生した被害を最小限に抑え
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るための的確な対応も大切であります。 

このため、台風や集中豪雨、地震、大規模な事故・事件、感染症など、あら

ゆる危機事象の発生時に、迅速に対応できる組織体制の整備・充実に取り組ん

でまいります。 

また、災害時の物資援助や避難所確保など、民間企業との防災協定の締結を

進めるとともに、災害マニュアル・ハザードマップの必要な見直しを行ってま

いります。 

さらに、消防団活動や各地区の自主防災組織の連携などを通じ、自助・共助・

公助の取組を強化してまいります。 

以上、今後の市政運営に関しまして、所信の一端を申し述べさせていただき

ました。 

私は、市長に就任後、職員との意見交換の中で、様々な課題が山積している

ことや財政健全化の必要性などを痛感いたしました。これらの行政課題に対し

ましては、市民の皆さんや議員各位のご意見を十分お聞きしながら、危機感を

持って、一つ一つ着実に解決してまいる決意でございます。 

「令和」という新しい時代に入り、この藤井寺市におきましても、新たなま

ちづくりを進めてまいりたいと考えております。そのため、私自身が渾身の力

を振り絞り、職員ともども一丸となって、市民の皆さんの期待に応えられるよ

う、全身全霊で取り組んでまいりたいと存じます。 

どうか、市民の皆さん並びに議員各位におかれましては、今後の市政運営に

格段のご理解とご協力を賜りますよう心からお願いを申し上げまして、私の所

信表明とさせていただきます。 


